
学校番号 ３１０ 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語 科目 古典Ｂ 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 高等学校 改訂版 古典Ｂ（第一学習社） 

副教材等 

新版四訂カラー版新国語便覧・カラー版新国語便覧準拠ノート〈新版〉（第一学習社）・

読解する力がつく精選古典文法・読解する力がつく精選古典文法学習ノート（三省堂）・

key&point みるみる覚える古文単語 300＋敬語 30 新訂版（いいずな書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

古典Ｂの授業では、現代と古典の世界の違いを知り考えること・習得した知識を活用して自力で

古典を読み、内容の把握ができるようになることを目指します。そのためには予習や宿題・授業の

中で、テキストや辞書を活用しながら自分で考えて取り組むことが必須です。また、各自に応じた

疑問の解消・弱点の克服ができるよう積極的に授業に臨むことを求めます。 

 

２ 学習の到達目標 

・古文と漢文に触れ、その時代に生きた人々の考え方や感じ方を学び、現代を生きる自分自身との

共通点・相違点を考えることを通して人間や生き方に対する考えを豊かにする。 

・様々なジャンルの古典を自力で正確に読むことができるようになるために、重要古語・古典文法・

古典常識等を身につける。 

・新出の助動詞・敬語等を理解し、古典の内容を正確に把握し、現代語訳ができるようになる。 

・日本にも大きな影響を与えた漢文に慣れ、日本語の底流を作る漢文脈や中国思想を知る。 

・古典の言葉・表現を通して、日本語についての認識を深め、言語感覚を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態度 b:読む能力 c:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典に関心を持ち、能動的

に学習に取り組むことを通

じて、現代に通じる価値を

見つけられるよう努めてい

る。また、言語文化に対す

る理解を深めようとしてい

る。 

テキストや辞書を用いて、授

業で習得したことを活用し

ながら自力で現代語訳をす

ることができている。また知

識や現代語訳を踏まえて、内

容を正確に理解できている。 

古典文法、古典常識、重要古語等

を理解している。理解した知識を

使って、文脈に即して自身の力で

正確な理解につなげられている。 

評
価
方
法 

・授業時の言動の観察 

・授業ノートの点検 

・予習や宿題の点検 

 

・授業時の質問への回答内容 

・取り組み（現代語訳、ワー

クシートなど）の点検 

・定期考査の出来具合 

・授業時の質問への回答内容 

・小テストの出来具合 

・定期考査の出来具合 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の

観点 

 

単元（題材）の評価規準 

 

評価方法 

a b 

    

c 

 

   

１
学
期 

説
話 

『十訓抄』「大江山」 

『宇治拾遺物語』「袴垂、

保昌に会ふこと」 

○     ◎ ◎ a:現代語訳と内容理解を通して、

説話の面白さを味わう。 

b:語句と文法の知識を活用して自

分で現代語訳を作る。 

c:尊敬の助動詞を習得する。既習

の助動詞を再確認し、現代語訳に

活かせる。 

 

ａ：授業や予習・宿題

などの取り組み 

ｂ：定期考査、授業中

の発言、ノート 

ｃ：文法小テスト、助動

詞の練習プリント 

故
事
・逸
話 

『世説新語』「漱石枕流」 

『淮南子』「塞翁馬」 

◎ ○ ◎ a:句法に注意しながら、書き下し

文に直し、音読することを通して、

漢文のリズム・表現に親しむ。 

b:正確に現代語訳することを通し

て、内容をとらえる。 

c:故事成語の由来となる話を理解

する。 

 

ａ：授業や予習・宿

題などの取り組み 

ｂ：定期考査、授業

中の発言、ノート 

ｃ：小テスト、句形 

のプリント 

随
筆 

『徒然草』「これも仁和寺の

法師」 

『枕草子』「木の花は」「中

納言参り給ひて」 

◎ ◎ ○ a:中学校で扱った随筆の冒頭部分

を思い出しながら、新しい意味合

いにも触れ、理解を深める。 

b:文法事項の理解を現代語訳・読

みにつなげる。 

c:既習の文法事項を定着させる。 

 

ａ：授業や予習・宿

題などの取り組み 

ｂ：定期考査、授業

中の発言、ノート 

ｃ：文法小テスト、

助動詞の練習プリン

ト 

 

 

２
学
期 

日
記 

『更級日記』「源氏物語を

読む」 

『建礼門院右京大夫集』

「今や夢昔や夢」 

 

○ ◎ ◎ a:日記文学に触れ、能動的に理解

しようとする。 

b:敬語を含んだ表現に触れ、現代

語の方法をつかむ。 

c:敬語の知識を習得する。 

 

ａ：授業や予習・宿題

などの取り組み、予習

プリント 

ｂ：宿題考査、定期考

査、授業中の発言、ノ

ート、宿題考査 

ｃ：文法小テスト、助動

詞の練習プリント 



 

歴
史
物
語 

『大鏡』「雲林院の菩提講」 ○ ◎ ◎ a:歴史物語に触れ、平安時代の歴

史の真実を把握する。 

b:助動詞・重要古語の知識を使い

ながら、人物関係なども含めて古

文を正確に読めるようにする。 

c:敬語の基本を整理し、それを活

かして人物関係を正確につかむ。 

ａ：授業や予習・宿題

などの取り組み 

ｂ：定期考査、授業中

の発言、ノート 

ｃ：敬語小テスト、助動

詞の練習プリント 

 

 

 

 

物
語 

『伊勢物語』「初冠」 

『大和物語』「姨捨山の月」 

『源氏物語』「光源氏誕生」 

 

○ ◎ ◎ ａ：名場面でもある重要な場面を

味わう意欲を引き出す。 

ｂ：敬語表現を意識して、動作の

主語を確定し、正確に読み取れる

ようにする。 

ｃ：敬語の基本を整理し、人物関

係を理解し、場面を把握する。 

ａ：授業や予習・宿

題などの取り組み 

ｂ：定期考査、授業

中の発言、ノート 

ｃ：敬語小テスト、

助動詞と敬語の練習

プリント 

３
学
期 

物
語 

『平家物語』「忠度の都落

ち」 

○ ◎ ◎ ａ：名場面でもある重要な場面を

味わう意欲を引き出す。 

ｂ：敬語表現を意識して、動作の

主語を確定し、正確に読み取れる

ようにする。 

ｃ：敬語の知識を応用し、人物関

係を理解し、場面を把握する。 

ａ：授業や予習・宿

題などの取り組み 

ｂ：定期考査、ノー

ト、宿題考査 

ｃ：助動詞と敬語の

小テスト、助動詞と

敬語の練習プリント 

史
話
・史
伝 

『史記』「鴻門之会」 ◎ ○ ○ ａ：描かれた場面に関心を持つ。 

ｂ：書き下し文にすることを通し

て内容が読み取れるようにする。 

ｃ：使役形、疑問形を中心に句形 

を活かし、意味が正確にとれるよ

うにする。「背水の陣」という言

葉の基になる話を理解する。 

ａ：授業や予習・宿

題などの取り組み 

ｂ：定期考査、授業

中の発言、ノート 

ｃ：小テスト、句形

のプリント 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:読む能力 

c:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


